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第
六
十
回 

定
期
総
会
報
告

第
六
十
回 

定
期
総
会
報
告

〇
表
彰
を
受
け
ら
れ
た
皆
さ
ん（
順
不
同
）

◆
優
良
事
業
所
表
彰

•
一
般
財
団
法
人
日
本
品
質
保
証
機
構

　
北
関
西
試
験
セ
ン
タ
ー
　
様

•
佐
川
急
便
株
式
会
社
　
箕
面
店
　
様

•
社
会
福
祉
法
人
翠
明
社

　
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
照
葉
の
里
　
様

•
双
葉
産
業
株
式
会
社
　
様

◆
優
良
防
火
管
理
者
表
彰

•
株
式
会
社
関
西
ス
ー
パ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
　
小
野
原
店

店
長
　
森
　
正
紀
　
様

◆
優
良
危
険
物
保
安
監
督
者
表
彰

•
脇
阪
運
輸
株
式
会
社
　
風
間
　
要
　
様

◆
優
良
消
防
団
員
へ
の
感
謝
状
贈
呈

•
箕
面
市
消
防
団
半
町
分
団

畠
中
　
広
樹
　
様

　（
令
和
四
年
度
箕
面
市
消
防
団
分
団
長
会
幹
事
長
）

〇
新
役
員
の
ご
紹
介

◆
新
会
計
監
査

•
北
お
お
さ
か
信
用
金
庫
箕
面
中
央
支
店

佐
々
木
　
様

◆
工
場
部
会 

常
任
理
事

•
株
式
会
社 

三
原
組
　
　 

三
原
　
様

•
津
田
電
気
計
器 

株
式
会
社
　
近
間
　
様

◆
繊
維
部
会 

常
任
理
事

•
大
阪
船
場
繊
維
卸
商
団
地
協
同
組
合

中
村
　
様

〇
新
会
員
の
ご
紹
介

•
サ
ウ
ス
ロ
ー
ド
　
　
　
　
南
道
　
様

 

◆
火
災
予
防
事
業
の
推
進

一　

防
火
協
会
だ
よ
り
の
発
行
（
年
二
回
）

二　

会
員
事
業
所
に
対
す
る
消
火
器
の
購
入
助

成
、
詰
替
等
の
斡
旋

三　

防
火
ビ
デ
オ
・
Ｄ
Ｖ
Ｄ
の
購
入
及
び
貸
出

四　

防
火
作
品
の
募
集
・
表
彰

五　

優
秀
防
火
作
品
の
防
火
ポ
ス
タ
ー
作
成
及
び

配
布

六　

み
の
お
Ｆ
Ｍ
放
送
「
タ
ッ
キ
ー
８
１
６
」
を

利
用
し
た
予
防
広
報
の
実
施

 

◆
教
養
研
修
の
実
施

一　

優
良
防
火
施
設
の
視
察
研
修
会
の
実
施

二　

防
火
・
防
災
に
関
す
る
講
演
会
の
開
催

三　

防
火
管
理
者
資
格
取
得
講
習
会
の
受
講
助
成

四　

危
険
物
取
扱
者
試
験
受
験
準
備
講
習
会
の
受

講
助
成

五　

防
火
教
養
の
推
進
（
図
書
及
び
参
考
文
献
の

購
入
配
布
）

 

◆
優
良
事
業
所
等
の
表
彰

一　

優
良
事
業
所
の
表
彰

二　

優
良
防
火
管
理
者
等
の
表
彰

三　

優
良
危
険
物
保
安
監
督
者
の
表
彰

四　

消
防
協
力
者
の
表
彰

五　

そ
の
他
（
各
団
体
が
行
う
表
彰
に
対
す
る
会

員
事
業
所
の
推
薦
等
）

 

◆
地
域
防
火
・
防
災
の
推
進

一　

消
防
団
及
び
地
域
自
主
防
火
ク
ラ
ブ
等
の
事

業
に
対
す
る
助
成

二　
「
地
域
安
全
安
心
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
」
の
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
化

三　
「
消
防
団
協
力
事
業
所
表
示
制
度
」
の
普
及

協
力

 

◆
入
会
の
勧
誘

新
設
事
業
所
等
に
対
す
る
入
会
勧
誘

 

◆
そ
の
他

一　
（
公
財
）大
阪
府
危
険
物
安
全
協
会
事
業
へ
の

参
加

二　
「
箕
面
ま
つ
り
」
へ
の
参
画

三　

各
種
団
体
と
の
交
流

四　

協
会
関
係
者
の
慶
弔

五　

会
員
事
業
所
間
の
親
睦
推
進

令
和
五
年
度
事
業
計
画

　

令
和
五
年
六
月
三
十
日（
金
）、「
第
六

十
回
箕
面
市
防
火
協
会
定
期
総
会
」を

大
江
戸
温
泉
物
語
箕
面
観
光
ホ
テ
ル
に

お
い
て
開
催
い
た
し
ま
し
た
。

　

木
田
会
長
の

開
会
挨
拶
で

は
、会
員
皆
さ

ま
に
協
会
事
業

各
般
に
わ
た
る

深
い
ご
理
解
・ご

支
援
に
対
す
る

感
謝
と
、今
後
、

さ
ら
に
自
主
防
災
の
輪
を
広
げ
る
た
め

の
ご
協
力
に
つ
い
て
お
願
い
の
言
葉
を
述
べ

ら
れ
ま
し
た
。

　

そ
の
後
、木
田
会
長
が
議
長
に
推
挙
さ

れ
、議
案
の
審
議
に
入
り
、令
和
四
年
度

の
事
業
報
告
・
決
算
報
告
、基
金
積
立
会

計
報
告
及
び
会
計
監
査
報
告
並
び
に
令

和
五
年
度
事
業
計
画（
案
）・予
算（
案
）に

つ
い
て
慎
重
な
る
審
議
を
さ
れ
た
結
果
、

満
場
一
致
で
承
認・可
決
さ
れ
ま
し
た
。

　

議
事
終
了
後
、新
た
に
役
員
に
就
任

さ
れ
た
方
々
の
紹
介
が
あ
り
ま
し
た
。

　

最
後
に
、本
協

会
顧
問
の
原
消
防

長
か
ら
、協
会
の

積
極
的
な
事
業
活

動
に
対
す
る
深
甚

な
る
感
謝
の
言
葉

が
述
べ
ら
れ
、閉
会

と
な
り
ま
し
た
。

創
立
六
十
周
年 

記
念
式
典

創
立
六
十
周
年 

記
念
式
典

　

定
期
総
会
終
了
後
、

「
箕
面
市
防
火
協
会

創
立
六
十
周
年
記
念

式
典
」が
多
く
の
来
賓

の
皆
さ
ま
の
ご
臨
席
の

も
と
、盛
大
に
開
催
さ

れ
ま
し
た
。

　

式
典
の
挨
拶
に
お
い

て
、木
田
会
長
は
創
立

六
十
周
年
を
迎
え
た
契
機
に
本
会
設
立
趣

旨
を
再
認
識
す
る
と
と
も
に
更
な
る
箕
面

市
防
火
協
会
の
飛
躍
発
展
す
べ
き
決
意
を

強
く
述
べ
ら
れ
ま
し
た
。

　

そ
の
後
、木
田
会
長
か
ら

消
防
本
部
に
対
し
ま
し
て
、

創
立
六
十
周
年
を
記
念

し
、「
ス
バ
ル
イ
ン
プ
レ
ッ
サ
」

の
寄
贈
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

次
に
、上
島
市
長
か
ら
正
副
会
長
に
対

し
て
、箕
面
市
消
防
行
政
への
貢
献
に
対
す

る
感
謝
状
の
贈
呈
が
あ
り
、そ
の
後
、防
火

協
会
長
か
ら
、常
任
理
事
並
び
に
永
年
在

会
会
員
の
表
彰
や
箕
面
市
消
防
団
、箕
面

市
婦
人
防
火
ク
ラ
ブ・少
年
消
防
ク
ラ
ブ
の

活
動
に
対
す
る
感
謝
状
の
授
与
が
行
わ
れ

ま
し
た
。

　

次
に
、来
賓
と
し
て
出
席
い
た
だ
き
ま
し

た
、上
島
市
長
、藤
田
市
議
会
副
議
長
、足

立
衆
議
院
議
員
、堀
江
府
議
会
議
員
、利
光

大
阪
府
危
険
物
安
全
協
会
専
務
理
事
か
ら

丁
重
な
る
祝
辞
を
い
た
だ
き
、式
典
終
了

後
、祝
宴
が
開
催
さ
れ
、和
や
か
な
歓
談
の

中
、盛
会
の
う
ち
に
閉
会
と
な
り
ま
し
た
。

　

な
お
、当
日
の
総
会
並
び
に
記
念
式
典
を

欠
席
さ
れ
た
皆
さ
ま
に
は
、こ
の
会
報
を

も
っ
て
報
告
に
か
え
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す

と
と
も
に
、記
念
式
典
の
詳

細
な
内
容
に
つ
き
ま
し
て
は
、

記
念
冊
子「
六
十
年
の
あ
ゆ

み
」を
ご
覧
く
だ
さ
い
ま
す

よ
う
お
願
い
い
た
し
ま
す
。
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秋
の
全
国
火
災
予
防
運
動

秋
の
全
国
火
災
予
防
運
動

防
火
作
品
入
賞
作
品
決
定

防
火
作
品
入
賞
作
品
決
定

一
　
広
報
活
動
の
実
施

　

消
防
車
両
に
よ
る
巡
行
宣
伝
及
び
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
放
送
・
立
看
板
・
の
ぼ
り
旗
・

ポ
ス
タ
ー
等
に
よ
り
、火
災
予
防
を
広

報
し
ま
す
。

二
　
防
火
教
室
の
開
催

　

事
業
所
・
自
治
会
及
び
自
主
防
災
組

織
等
を
対
象
に
防
火
教
室
等
を
開
催
し
、

火
災
予
防
意
識
の
高
揚
を
は
か
り
ま
す
。

三
　
立
入
検
査
の
実
施

　

防
火
対
象
物
及
び
危
険
物
施
設
の
立

入
検
査
を
実
施
し
、防
火
安
全
対
策
の

徹
底
を
は
か
り
ま
す
。

四
　
防
火
作
品（
入
賞
及
び
入
選
作
品
）の
展
示

●
十
一
月
一
日（
水
）〜
十
一
月
五
日（
日
）

　

東
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
二
階
ギ
ャ
ラ
リ
ー

●
十
一
月
七
日（
火
）〜
十
一
月
十
五
日（
水
）

　

箕
面
市
消
防
本
部　
一
階
ロ
ビ
ー

※
各
展
示
会
場
と
も
展
示
初
日
は
午
後
か
ら
の

　

展
示
と
な
り
ま
す
。

　

今
年
も「
一一
九
番
の
日
」の
十
一
月
九
日

（
木
）か
ら
十
五
日（
水
）ま
で
の
七
日
間『
火

を
消
し
て　

不
安
を
消
し
て　

つ
な
ぐ
未

来
』を
全
国
統
一
防
火
標
語
と
し
、秋
の
全

国
火
災
予
防
運
動
が
実
施
さ
れ
ま
す
。

　

火
災
が
発
生
し
や
す
い
時
季
を
迎
え
る

に
あ
た
り
、箕
面
市
消
防
本
部
・
消
防
団
で

は
市
民
の
皆
さ
ま
一
人
ひ
と
り
に
防
火
の
意

識
を
高
め
て
い
た
だ
き
、火
災
に
よ
る
死
傷

事
故
の
防
止
と
財
産
の
損
失
を
防
ぐ
た
め
、

次
の
事
項
に
重
点
を
置
い
た
運
動
が
行
わ
れ

ま
す
。

　

本
協
会
の
事
業
に
お
き
ま
し
て
も
火
災

予
防
を
最
重
点
と
し
、消
防
本
部
・
消
防
団

の
皆
さ
ん
と
と
も
に
、火
災
の
な
い
安
全
で

住
み
よ
い
ま
ち
づ
く
り
に
取
り
組
み
ま
す
。

消防本部の主な行事

　

市
内
の
小
・
中
学
校
に
防
火
作
品
を
募
集
し

た
と
こ
ろ
、総
数
一
，二
〇
〇
点（
図
画
・一
九
六
点
、

習
字
・
一
，〇
〇
四
点
）の
応
募
が
あ
り
、
力
作
ぞ

ろ
い
の
作
品
の
中
か
ら
次
の
と
お
り
入
賞
作
品
が

決
定
し
ま
し
た
。

　

図
画
の
部
に
つ
い
て
は
、
入
賞
作
品
の
中
か
ら

今
秋
と
来
春
の
火
災
予
防
運
動
に
伴
う
防
火
ポ

ス
タ
ー
採
用
作
品
二
点
を
選
出
の
上
、
本
協
会
で

防
火
ポ
ス
タ
ー
を
作
成
し
、
市
内
事
業
所
へ
送
付

い
た
し
ま
す
。

【
図
画
の
部
】

　
　
防
火
協
会
長
賞 

　

（
五
名
）

・
見　

方　

日
向
実
（
彩
都
の
丘
学
園　

一
年
）

・
仲　

義　

絢　

乃
（
と
ど
ろ
み
の
森
学
園　

三
年
）

・
林　
　
　

風　

花
（
箕
面
市
立
北
小
学
校　

四
年
）

・
平　

田　

望　

結
（
箕
面
市
立
南
小
学
校　

六
年
）

・
小　

野　

楓　

佳
（
箕
面
市
立
西
小
学
校　

六
年
）

　
　
消
防
長
賞
　
　
　
　
（
五
名
）

・
大　

西　
　
　

諒
（
箕
面
市
立
箕
面
小
学
校　

一
年
）

・
米　

山　

照
一
朗
（
箕
面
市
立
西
小
学
校　

四
年
）

・
田　

中　

千　

晴
（
箕
面
市
立
西
南
小
学
校　

四
年
）

・
濵　

﨑　
　
　

華
（
箕
面
市
立
西
南
小
学
校　

六
年
）

・
阪　

上　

心　

柚
（
箕
面
市
立
中
小
学
校　

四
年
）

【
習
字
の
部
】

　
　
防
火
協
会
長
賞　

 

（
五
名
）

・
髙　

橋　

陽　

葵
（
と
ど
ろ
み
の
森
学
園　

二
年
）

・
西　

谷　

仁
依
菜
（
と
ど
ろ
み
の
森
学
園　

九
年
）

・
中　

川　

慶　

太
（
箕
面
市
立
西
南
小
学
校　

二
年
）

・
石　
　
　

彩　

純
（
箕
面
市
立
萱
野
東
小
学
校　

五
年
）

・
竹　

嶋　
　
　

環
（
箕
面
市
立
西
小
学
校　

六
年
）

　
　
消
防
長
賞
　
　
　
　
（
五
名
）

・
日　

髙　

直　

哉
（
と
ど
ろ
み
の
森
学
園　

三
年
）

・
重　

田　

結　

莉
（
ア
サ
ン
プ
シ
ョ
ン
国
際
小
学
校　

三
年
）

・
奥
小
路　

永　

麻
（
箕
面
市
立
南
小
学
校　

四
年
）

・
森　

本　

結　

衣
（
箕
面
市
立
西
南
小
学
校　

六
年
）

・
荻　

田　

倫　

花
（
箕
面
市
立
第
六
中
学
校　

三
年
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

  

（
敬
称
略
）

●
秋
の
防
火
ポ
ス
タ
ー
作
品（
表
紙
に
掲
載
）

　
　
箕
面
市
立
南
小
学
校
　
六
年　

平
田
　
望
結

●
春
の
防
火
ポ
ス
タ
ー
作
品

　
　
箕
面
市
立
中
小
学
校
　
四
年　

阪
上
　
心
柚

審
査
員
所

（
図
画
の
部
）

　

防
火
作
品
・
図
画
の
部
に
応
募
し
て
く
れ
た
児
童
・
生

徒
の
み
な
さ
ん
、あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。す
べ
て
の

作
品
を
幸
せ
な
気
持
ち
で
見
せ
て
も
ら
い
ま
し
た
。こ
の

審
査
会
に
携
る
の
は
今
年
で
5
年
目
に
な
り
ま
す
が
、

毎
回
、新
鮮
な
気
持
ち
で
、こ
の
審
査
会
を
楽
し
み
に
し

て
い
ま
す
。小
学
校
1
年
生
か
ら
中
学
生
ま
で
、そ
の
年

齢
な
ら
で
は
の
様
々
な
発
想
と
表
現
方
法
で
子
ど
も
ら

し
い
み
ず
み
ず
し
い
感
性
や
個
性
が
あ
ふ
れ
る
作
品
ば

か
り
で
し
た
。絵
を
通
し
て
子
ど
も
た
ち
と
の
出
会
い

が
、い
つ
も
ワ
ク
ワ
ク
さ
せ
て
く
れ
ま
す
。

　

毎
年
、こ
の
防
火
ポ
ス
タ
ー
の
応
募
を
楽
し
み
に
し
て

チ
ャ
レ
ン
ジ
し
て
く
れ
る
子
ど
も
た
ち
、先
生
に
紹
介
さ

れ
て
夏
休
み
の
課
題
と
し
て
積
極
的
に
取
り
組
ん
で
く

れ
た
子
ど
も
た
ち
の
が
ん
ば
り
に
感
謝
で
す
。今
年
の
5

月
か
ら
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
に
よ
る
感
染
症
の
位
置
づ
け
が

5
類
に
変
更
さ
れ
、学
校
教
育
活
動
の
制
限
が
ほ
ぼ
な

く
な
り
、学
校
で
は
こ
れ
ま
で
我
慢
を
強
い
ら
れ
て
い
た

様
々
な
活
動
が
自
由
に
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

そ
の
影
響
も
あ
る
の
か
も
知
れ
ま
せ
ん
が
、今
年
は
明
る

い
色
や
自
由
な
発
想
で
、の
び
の
び
と
し
た
表
現
で
描
か

れ
た
作
品
が
多
か
っ
た
よ
う
な
印
象
を
受
け
ま
し
た
。

改
め
て
コ
ロ
ナ
禍
に
お
い
て
は
、多
感
な
時
期
に
あ
た
る

小
・
中
学
生
に
窮
屈
な
思
い
を
強
い
て
い
た
ん
だ
な
ぁ
と

感
じ
る
と
同
時
に
、子
ど
も
た
ち
の
自
由
で
ワ
ク
ワ
ク
し

た
心
の
あ
り
よ
う
が
今
年
の
作
品
か
ら
は
、よ
り
強
く

感
じ
る
こ
と
が
で
き
、う
れ
し
く
も
な
り
ま
し
た
。

　

作
品
の
審
査
に
当
た
っ
て
は
、他
の
審
査
員
と
も
そ
ん

な
子
ど
も
た
ち
の
心
情
も
読
み
取
り
な
が
ら
、そ
の
子
の

思
い
や
表
し
た
い
こ
と
を
絵
筆
の
跡
や
絵
の
具
の
色
合
い

か
ら
丁
寧
に
読
み
取
り
ま
し
た
。描
い
た
子
ど
も
の
気
持

ち
に
な
っ
て
絵
を
眺
め
て
い
る
と
、楽
し
そ
う
に
夢
中
に

な
っ
て
描
い
て
い
る
様
子
が
思
い
浮
か
び
、審
査
を
し
て
い

て
思
わ
ず
笑
み
が
こ
ぼ
れ
ま
す
。幸
せ
な
時
間
で
し
た
。

　

今
回
の
入
賞
作
品
の
2
点
が
、今
秋
と
来
春
の
防
火

ポ
ス
タ
ー
と
し
て
市
内
の
学
校
な
ど
各
所
に
掲
示
さ
れ
、

子
ど
も
た
ち
や
一
般
の
み
な
さ
ん
に
も
見
て
い
た
だ
け
ま

す
。我
々
審
査
員
が
感
じ
た
喜
び
を
一
緒
に
味
わ
っ
て
い

た
だ
け
れ
ば
と
考
え
ま
す
。楽
し
み
に
待
っ
て
い
て
く
だ

さ
い
。ま
た
、子
ど
も
た
ち
が
描
い
た
ポ
ス
タ
ー
を
通
し

て
、防
火
意
識
が
高
ま
り
、箕
面
市
が
今
以
上
に
安
全

安
心
な
街
に
な
る
こ
と
を
願
っ
て
い
ま
す
。

箕
面
市
立
南
小
学
校　

校
長　

山
下
　
純

（
習
字
の
部
）

　

今
年
も
小
学
生
、中
学
生
の
皆
さ
ん
の
作
品
一，〇
〇
四

点
を
見
さ
せ
て
い
た
だ
い
て
嬉
し
い
気
持
ち
に
な
り
ま
し

た
。「
防
火
作
品・習
字
の
部
」に
出
品
さ
れ
た
皆
さ
ん
に

心
よ
り
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し

た
。「
防
火
」「
防
災
」へ
の
思
い
や
願
い
を
込
め
た
作
品
は

全
般
的
に
元
気
が
良
く
伸
び
伸
び
と
し
て
い
ま
し
た
。皆

さ
ん
の
熱
意
と
努
力
が
伝
わ
る
素
晴
ら
し
い
作
品
が
数
多

く
あ
って
、入
賞
作
品
を
選
ぶ
の
に
大
変
時
間
が
か
か
り
ま

し
た
。入
賞
さ
れ
た
皆
さ
ん
、お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　

次
に
少
し
注
意
し
な
が
ら
練
習
し
て
ほ
し
い
点
を
書

き
ま
す
の
で
、今
後
の
参
考
に
し
て
い
た
だ
け
た
ら
嬉
し

い
で
す
。よ
り
良
い
作
品
に
す
る
た
め
に
は
、「
基
本
点

画
」（
点
・
縦
画
・
横
画
・
お
れ
・
は
ら
い
等
）を
何
度
も
練

習
し
て
く
だ
さ
い
。文
字
を
て
い
ね
い
に
美
し
く
書
く
た

め
に
は
、基
本
点
画
を
く
り
返
し
練
習
し
て
運
筆
の
基

本
を
し
っ
か
り
と
身
に
つ
け
る
事
が
大
切
で
す
。「
継
続

は
力
な
り
」と
い
い
ま
す
。続
け
て
く
だ
さ
い
ね
。

　

来
年
も
皆
さ
ん
の
作
品
と
出
あ
え
る
こ
と
を
楽
し
み

に
し
て
い
ま
す
。併
せ
て
、「
防
火
」「
防
災
」へ
の
意
識
が

高
ま
っ
て
い
く
こ
と
を
大
い
に
期
待
し
て
い
ま
す
。

関
西
書
道
院　

元
院
員　

新
貝
　
廣
ニ

（
元
箕
面
市
立
中
小
学
校
長
）
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令和５年 上半期（１月～６月） 消防概況 （箕面市管内）令和５年 上半期（１月～６月） 消防概況 （箕面市管内）

救急安心センターおおさか
　急な病気やけがをしたときに、「救急車を呼んだ方がいい？」「病院に行っ
た方がいい？」「応急手当の方法は？」「近くの救急病院はどこ？」など迷った
ときは、「救急安心センターおおさか」へ電話してください。
　電話番号は「♯７１１９」（つながらない場合は「０６－６５８２－７１１９」）です。
　「救急安心センターおおさか」は、相談員・看護師が医師の支援体制のも
と、２４時間３６５日、病気やけがの緊急性の判断や応急手当、適切な救急病
院の案内について対応しております。緊急性のある場合にはセンターから
最寄りの消防署へ電話を転送し、そのまま救急車を呼ぶことができます。

☆お問い合わせ先☆
　消防本部消防企画室 救急企画グループ　☎072‒724‒9009（直通）

　火災件数は15件で、昨年上半期
（13件）と比べ2件増加しており、おお
むね12日に1件の割合で発生したこと
になります。また火災により6名の方が
負傷されています。
　判明している火災原因は、電気関
係、ストーブ、たばこ、こんろ、放火及び
放火の疑いとなっています。

　救急件数は3,974件で、昨年上半
期（3,577件）と比べ397件増加してお
り、１日あたり約22件の割合で救急隊
が出動したことになります。
　事故種別では、急病が最も多く、救
急件数の64.2％を占めており、次に一
般負傷、転院搬送、交通事故と続い
ています。

　救助件数は17件で、昨年上半期
（16件）と比べ1件増加し、救助人員
は19名で、昨年上半期（7名）と比べ
12名増加しています。
　事故種別では、交通事故が5件、建
物等による事故が４件、機械による事
故が2件、火災（建物）が2件、その他
の事故が4件となっています。

火災 15件
火災種別
  ◇建物火災    12件
  ◇林野火災   　 0件
  ◇車両火災   　 2件
  ◇その他火災  　 1件
 死　者          0 名
 負傷者  　　　        6 名
 損害額     　 418千円
　　　　　　　 ＊損害額調査中5件

救急 ３，９７４件
事故種別
  ◇ 急　　病　　   ２，５５１件
  ◇ 一般負傷　　　　７１２件
  ◇ 転院搬送　　　　３２１件
  ◇ 交通事故　　　　２４１件
  ◇ そ の 他　　　　１４９件

  搬送人員　   ３，６３０名

救助 １７件
事故種別
  ◇ 交通事故　　　　　５件
  ◇ 建物等による事故　４件
  ◇ 機械による事故　　２件
  ◇ 火災（建物）　　　　２件
  ◇ その他の事故　　　４件

  救助人員　     19名

消防本部からのお知らせ
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事業所内に設置されている消火器の再確認を！

令和4年度　更新車両
消防車両を更新しました！

高規格救急自動車

消防ポンプ自動車

軽可搬ポンプ積載車

　消火器の破裂事故を防止し、安全性を高めるため 消火器に関する法令が2011年1月
1日に改正されました。この改正により旧規格の消火器は型式失効となり、2022年1月1
日から、消防法令に基づいて消火器の設置が義務付けられている建物では、新規格の消
火器を設置しなければ、消火器の未設置違反となります。いざという時、消火器を適切に
使用し、事業所や従業員、お客様を守るため、下記事項の確認をお願いします。

※確認事項
①適応火災マークが文字表示（旧規
格）ではなく、絵表示されているか。
②設計標準使用期限が記載されてい
るか。（旧規格は記載なし。）

消防本部からのお知らせ

☆お問い合わせ先☆　消防本部予防室 指導グループ　☎072‒724‒9994（直通）

　消防ポンプ自動車は、小型なボディー形状ながら600ℓの水を積
載しており、その機動性を活かし、狭隘な道路にも進入することがで
きます。火災現場に到着すると、直ちに積載水を使用して放水するこ
とができ、状況に応じてCAFS（圧縮空気泡消火装置）で消火するこ
ともできます。
　高規格救急自動車は、救急救命士が行う救命処置に必要な資機
材を多数積載しており、気管挿管や薬剤投与などの特定行為を行う
ことができる高機能な救急車です。走行時には傷病者に振動を与え
ないよう緩衝装置付きベッドを備え、立ったまま処置が行えるスペー
スを有しています。
　軽可搬ポンプ積載車は、山間部や狭隘な悪路を走行することがで
きる四輪駆動の軽消防車で、積載している可搬ポンプは人力で持ち
運ぶことができ、池や川などの自然水利を利用して消火することが
できます。また、消防イベントでは、記念撮影や乗車体験も実施して
おり子供達に好評です。
　箕面市消防本部の新たな戦力として、緊急時に充分活躍できるよ
うに態勢を整えていきますので、引き続き、消防活動へのご理解と
ご協力、並びに救急車の適正利用にご協力をお願いいたします。

　消防本部では消防ポンプ自動車１台及び高規格救急自動車１台を
更新整備しました。また、箕面ライオンズクラブから軽可搬ポンプ積
載車１台の寄贈を受けました。

☆お問い合わせ先☆　消防本部消防企画室 警備企画グループ　☎072‒724‒9997（直通）
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協会事務局からのお知らせ
　

地
域
の
安
全
と
安
心
を
守
る
箕
面
市

消
防
団
芝
分
団
が
、箕
面
市
消
防
団
を

代
表
し
て
、同
大
会
の
ポ
ン
プ
車
操
法
の

部
に
出
場
さ
れ
ま
し
た
。

　

芝
分
団
は
、本
大
会
出
場
に
向
け
五

月
か
ら
訓
練
を
開
始
さ
れ
、消
防
職
員

の
熱
心
な
指
導
の
も
と
、延
べ
二
十
回
に

も
及
ぶ
猛
訓
練
を
実
施
し
て
大
会
に
臨

ま
れ
ま
し
た
。　

第
七
十
九
回

豊
能
地
区
支
部

消
防
総
合
訓
練
大
会

第
七
十
九
回

豊
能
地
区
支
部

消
防
総
合
訓
練
大
会

　

六
月
八
日（
木
）に
開
催
さ
れ
ま
し
た

令
和
五
年
度
大
阪
府
危
険
物
安
全
大
会

に
お
い
て
、医
療
法
人
社
団
澄
鈴
会　

箕

面
神
経
サ
ナ
ト
リ
ウ
ム
様
が『
大
阪
府
知

事
感
謝
状
』を
、株
式
会
社
橋
本
様
が

『
公
益
財
団
法
人
大
阪
府
危
険
物
安
全

協
会
地
域
安
全
活
動
表
彰
』を
受
け
ら

れ
ま
し
た
。

　

消
防
本
部
で
は
、今
年
四
月
に
新
任
消

防
士
四
名
を
採
用
し
、う
ち
二
名
が
大
阪

府
立
消
防
学
校
で
の
前
期
初
任
科
教
育

に
派
遣
さ
れ
、九
月
二
十
六
日
に
修
業

後
、消
防
署
に
て
勤
務
を
始
め
ま
し
た
。

　

ま
た
、他
の
二
名

は
、半
年
間
市
役
所
で

の
勤
務
を
行
っ
た
後
、

こ
の
十
月
か
ら
大
阪

府
立
消
防
学
校
で
の

後
期
初
任
科
教
育
に

派
遣
さ
れ
て
い
ま
す
の

で
次
号
で
紹
介
さ
せ

て
い
た
だ
き
ま
す
。

（
公
財
）大
阪
府

危
険
物
安
全
大
会
に

お
け
る
表
彰
に
つ
い
て

（
公
財
）大
阪
府

危
険
物
安
全
大
会
に

お
け
る
表
彰
に
つ
い
て

消
火
器
の
購
入
助
成

　

本
協
会
で
は
、事
業
所
内
で
の
消
火

器
の
設
置
普
及
を
図
る
た
め
に
、次
の

と
お
り
購
入
助
成
を
実
施
し
て
お
り

ま
す
の
で
ご
利
用
く
だ
さ
い
。ま
た
、詰

替
の
斡
旋
も
行
っ
て
お
り
ま
す
。

◆
助
成
対
象
の
消
火
器（
Ａ
Ｂ
Ｃ
10
型

粉
末
消
火
器
）一
本　

二
，〇
〇
〇
円

（
た
だ
し
、一
年
度
内
に
お
い
て
、会
費

一
口
に
つ
き
一
本
と
さ
せ
て
い
た
だ
き

ま
す
。）

◆
助
成
以
外
の
消
火
器（
Ａ
Ｂ
Ｃ
10
型

粉
末
消
火
器
）一
本　

六
，八
九
〇
円

《
お
問
い
合
わ
せ
先
》

　

箕
面
市
防
火
協
会
事
務
局 

　
☎
０
７
２
|
７
２
４
|
９
０
０
２

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

  

（
直
通
）

「センコー株式会社は、全国ネットの自動車輸送を核に、鉄
道利用運送、海上運送、倉庫、工場内物流、国際物流等、幅
広く展開しています。保管、配送、流通加工、情報処理等の
複合機能を持った物流センターでの総合サービスや、物流
合理化・効率化につながる最適システムの設計、オペレー
ション運営など、最新の情報技術を駆使したロジスティクス
システムでお客様のSCM構築をサポートします。」

■営業所名：北大阪支店　船場ＰＤセンター
■住　　所：大阪府箕面市船場東1-5-13
■電　　話：072 - 729 - 3081

Moving Global
物流を超える、世界を動かす、ビジネスを変える

　

大
会
当
日
は
晴
天
の
も
と
、豊
能
地

区
の
各
消
防
団
の
代
表
が
集
ま
り
、素

晴
ら
し
い
操
法
を
す
る
中
、芝
分
団
は
、

訓
練
の
成
果
を
遺
憾
な
く
発
揮
し
て
、

規
律
厳
正
で
気
迫
あ
ふ
れ
る
立
派
な
操

法
を
披
露
さ
れ
ま
し
た
。

　

芝
分
団
の
選
手
、消
防
団
員
、指
導
員

の
皆
さ
ん
、お
疲
れ
様
で
し
た
。

　

な
お
、防
火
協
会
で
は
地
域
防
火
の

推
進
を
目
的
と
し
て
、七
月
二
十
五
日
に

木
田
会
長
が
訓
練
の
激
励
訪
問
を
行
い

ま
し
た
。

八
月
六
日（
日
）

服
部
緑
地
公
園
サ
ッ
カ
ー
グ
ラ
ウ
ン
ド

新
任
消
防
士
紹
介

新
任
消
防
士
紹
介

協会事業所のご紹介




